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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第70回

経
営
・
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業

に
よ
る
病
院
訪
問

　

２
０
２
５
年
１
月
23
〜
24
日
、
総
務
省
と
地
方

公
共
団
体
金
融
機
構
の
共
同
事
業
で
あ
る
「
経
営
・

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
」
で
稲
沢
市
民
病
院

を
訪
問
し
た
。
稲
沢
市
民
病
院
は
、
愛
知
県
稲
沢
市

が
設
置
す
る
病
院
で
、
現
在
の
許
可
病
床
は
一
般

２
７
８
床
。
２
０
１
４
年
11
月
に
は
新
病
院
に
新

築
、
移
転
を
し
て
い
る
。

　

稲
沢
市
民
病
院
は
稲
沢
市
民
13
万
人
の
医
療
を
支

え
る
病
院
で
あ
る
が
、
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
同
じ
尾
張
西
部
医
療
圏
に
あ
る
一
宮
市
に
三
つ

の
高
度
急
性
期
病
院
が
立
地
し
、
急
性
期
の
患
者
は

流
出
傾
向
に
あ
る
。
患
者
で
病
床
を
埋
め
る
こ
と
が

で
き
ず
、
２
０
２
２
年
10
月
に
は
急
性
期
病
床
42
床

を
返
還
し
て
お
り
、
さ
ら
に
現
在
32
床
が
休
床
と

な
っ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
の
地
方
公
営
企
業
年
鑑

で
は
病
床
利
用
率
51
・
５
％（
休
床
を
含
む
）、
平
均

在
院
日
数
15
・
６
日
、
患
者
１
人
１
日
当
た
り
入
院

収
入
５
万
７
６
２
７
円
と
急
性
期
病
院
と
し
て
は
、

い
ま
ひ
と
つ
の
状
況
に
あ
っ
た
。

　

経
営
的
に
は
伸
び
悩
ん
で
い
た
稲
沢
市
民
病
院

で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
再
生
の
兆
し
が
で
て
い
る
。

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
、
新
病
院
長
と
し
て
山
口
竜

三
医
師
が
赴
任
。
医
師
教
育
に
定
評
の
あ
る
山
口
院

長
の
指
導
は
評
判
を
生
み
、
２
０
２
４
年
10
月
に
発

表
さ
れ
た
初
期
研
修
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
も
多
数
の
応

募
者
が
あ
り
、
４
人
定
員
で
４
人
の
採
用
と
フ
ル

マ
ッ
チ
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
２
０
２
５
年

度
に
は
、
総
合
診
療
の
医
師
１
人
が
赴
任
の
予
定
な

ど
医
師
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
入
院
患
者
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
病
院
を
訪
問
し
た
と
き
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
、

冬
季
の
疾
患
増
な
ど
の
要
因
に
よ
り
病
床
は
ほ
ぼ
満

床
の
状
況
に
あ
っ
た
。

稲
沢
市
民
病
院
看
護
局
の
活
動

　

稲
沢
市
民
病
院
の
強
み
と
い
え
る
の
が
、
看
護
局

の
活
動
で
あ
る
。
看
護
局
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
看
護
局
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
い
。
全

国
の
病
院
か
ら
視
察
が
相
次
い
で
い
る
取
り
組
み

と
し
て
、「
眠
り
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ（
ス
キ
ャ
ン
）」と「
チ
ー

ム
コ
ン
パ
ス
」
が
あ
る
。
眠
り
ス
キ
ャ
ン
は
、
高
齢

者
の
転
倒
転
落
防
止
の
試
み
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

病
院
に
お
い
て
高
齢
者
の
転
倒
転
落
イ
ン
シ
デ
ン

ト
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
一
定
数
は
看
護
師
の

配
置
の
薄
い
深
夜
に
発
生
し
て
い
た
。
看
護
局
で
は

夜
間
の
看
護
師
や
看
護
助
手
の
配
置
を
手
厚
く
す

る
と
と
も
に
、
２
０
２
１
年
に
眠
り
ス
キ
ャ
ン
を
導

入
し
た
。
眠
り
ス
キ
ャ
ン
は
、
入
院
患
者
の
睡
眠
状

況
を
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
看
護
局
で
は
多
職
種
に
よ

る
「
眠
り
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
実
施
。
昼
間
は

で
き
る
だ
け
起
き
て
も
ら
い
、
夜
間
の
頻
回
の
覚
醒

を
避
け
る
た
め
の
試
み
と
し
て
、
４
床
室
を
２
床
室

に
改
装
し
、
昼
間
に
は
で
き
る
だ
け
ベ
ッ
ド
上
に
い

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
多
職
種
に
よ
る
昼
間
の

院
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
昼
間
の
睡
眠
を

防
い
だ
。
結
果
と
し
て
、
夜
間
の
転
倒
転
落
率
が

２
０
２
０
年
度
５
・
４
‰（
１
パ
ー
ミ
ル
：
１
０
０
０

分
の
１
）
か
ら
２
０
２
３
年
度
の
３
・
９
‰
に
減
少

し
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
コ
ン
パ
ス
は
、
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の

総
務
省
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
で

稲
沢
市
民
病
院
を
訪
問

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　
伊
関
友
伸
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提
供
を
目
的
に
作
ら
れ
た
看
護
記
録
シ
ス
テ
ム
ソ
フ

ト
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
患
者
に
起
き
た
こ
と
に
つ

い
て
順
を
追
い
な
が
ら
看
護
師
が
作
文
し
て
記
録
す

る
「
叙
述
体
」
の
形
式
で
は
な
く
、
病
気
に
よ
り
標

準
化
さ
れ
た
観
察
項
目
に
つ
い
て
記
入
す
る
こ
と

で
、
看
護
記
録
の
負
担
軽
減
と
記
録
漏
れ
の
防
止
、

ど
の
経
験
年
数
の
看
護
師
で
も
標
準
的
な
観
察
・
ケ

ア
が
実
現
で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
文
書
作
成
の
負

担
が
大
き
く
残
業
の
元
と
な
っ
て
い
た
叙
述
体
の
記

録
作
成
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
看
護
業
務
が
楽

に
な
り
、
患
者
に
寄
り
添
っ
た
看
護
の
実
現
が
可
能

に
な
る
と
い
う
。

　

稲
沢
市
民
病
院
看
護
局
は
人
材
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
認
定
看
護
師
・
特
定
行
為
研
修
修
了
者

が
15
人
在
籍
し
、
特
に
高
齢
者
の
医
療
に
力
を
入
れ

る
観
点
か
ら
３
人
が
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
取
得

者
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
２
月
に
は

病
院
内
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
て
い

る
。
市
民
病
院
で
長
く
経
験
を
積
ん
で
き
た
ベ
テ
ラ

ン
の
看
護
師
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
開
設
後
４
年
間

で
１
０
０
人
を
超
え
る
看み

と取
り
を
行
っ
て
き
た
。

病
院
の
皆
さ
ん
と
の
議
論

　

ア
ド
バ
イ
ス
当
日
は
ど
の
病
院
で
も
入
る
前
に

行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
周
辺
の
病
院
を
回
り
位

置
関
係
と
病
院
が
求
め
ら
れ
る
医
療
機
能
が
何
で
あ

る
か
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
病
院
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
当
面
の
病
院
の
課
題

は
、
休
床
し
て
い
る
32
床
を
い
か
に
稼
働
さ
せ
る
か

で
あ
っ
た
。
看
護
局
が
看
護
学
生
の
実
習
受
け
入
れ

に
努
力
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
看
護
師
不
足
の

昨
今
で
あ
る
が
、
２
０
２
５
年
４
月
採
用
の
新
人
看

護
師
は
40
人
を
超
え
た
。
32
床
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
が
、
問
題
は
病
棟
を
ど
の
よ
う
な
構

成
と
す
る
か
で
あ
る
。
病
棟
を
稼
働
さ
せ
て
も
入
院

患
者
が
お
ら
ず
、
か
え
っ
て
収
益
が
悪
化
す
る
場
合

も
あ
る
。
事
前
に
考
え
て
き
た
シ
ナ
リ
オ
の
一
つ

が
、
急
性
期
に
特
化
し
「
総
合
入
院
体
制
加
算
３
」

と
い
う
加
算
を
取
る
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

加
算
を
取
る
に
は
高
齢
者
の
入
院
の
要
と
な
る
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
を
返
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

の
稲
沢
市
民
病
院
の
行
っ
て
い
る
医
療
で
は
無
理
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
急
性
期
特
化
は
あ
き
ら
め
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
を
も
う
１
病
棟
稼
働
さ
せ
て
は
ど

う
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
地
域
と
高
齢
者
に
強
い

看
護
局
の
力
を
フ
ル
に
生
か
し
た
病
棟
運
営
を
目
指

す
。
で
き
る
だ
け
救
急
を
断
ら
ず
、
ま
た
介
護
施
設

か
ら
の
高
齢
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
病

棟
を
埋
め
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
病
棟
運
営
を
目

指
す
の
で
あ
る
。

　

議
論
の
中
で
筆
者
は
、
稲
沢
市
民
病
院
は
「
日
本

一
の
市
民
病
院
」
を
目
指
し
て
は
と
提
案
し
た
。「
日

本
一
の
市
民
病
院
」
の
名
称
は
高
度
急
性
期
を
行
っ

て
い
る
病
院
だ
け
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
進
む
地
域
の
高
齢
化
に
徹
底
的

に
対
応
し
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
安
心
に
応
え
る

こ
と
も
立
派
な
市
民
病
院
の
役
割
で
あ
る
。
稲
沢
市

民
病
院
は「
日
本
一
の
市
民
病
院
」に
な
る
可
能
性
を

有
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

今
回
の
筆
者
の
稲
沢
市
民
病
院
へ
の
派
遣
は
、
総

務
省
と
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
「
経
営
・
財
務

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
費
用
は
、
強
化
事
業
が
負
担

し
、
地
方
自
治
体
や
自
治
体
病
院
の
持
ち
出
し
は
な

い
。
ま
だ
ま
だ
、
本
事
業
を
知
ら
な
い
地
方
自
治
体

や
自
治
体
病
院
も
多
く
、
有
利
な
制
度
な
の
で
積
極

的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

地
方
公
共
団
体
の
経
営
・
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業

https://w
w
w
.jfm
.go.jp/support/developm

ent/
keieizaim

u.htm
l
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筆者プロフィール タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。


